
◆ 災害（地震・火災・津波等）発生時の基本対応
能代市立第四小学校

在校中 ※災害の状況に応じて臨機応変に判断し行動を促すようにする。

段階① 〈管理職 〉 地震発生

☆情報確認（緊急地震速報）

【ラジオ・テレビ・携帯電話】 安全確保
☆冷静に ☆的確な指示（放送） 【その場で】

・頭部を保護
あつまれ

・身体保護

揺れがおさまる ※臨機応変に行動 ※「避難誘導」
段階② 火災発生 〈安全確認・避難誘導〉

☆全校避難指示

〈管理職〉
グラウンドへ

※（休み時間）

・校内放送
教室待機 体育館へ

職員は
・ハンドマイク 担当箇所へ
〈第一次避難〉

○安全な場所へ 学 校 災 害 対 策 本 部 設 置
（火災・津波・ ☆役割分担に従って行動開始 ★準備物・
ガス爆発等 持ち出し物

グラウンドが 被 害 状 況 把 握 の確認と呼
危険な時） （ ・施設の被害状況調査 ・安全確認 ・危険箇所の立ち入り禁止措置 ） びかけ

◎各学級名簿
（記入用）

段階③ 保 護 者 へ 連 絡 〈担任または学年部〉 ◎全校児童名

〈第二次避難〉 簿（連絡用３冊）

（豊祥岱地区 等を一括保管

防火帯） ☆ 下校時の判断：①通常 ②学校待機 ③引き渡し しておく。

（高台→二中へ） ①通常 （学年毎に同じ方向にまとまって下校） （筆記用具と

～裏道経由で～ ②学校待機 （大津波警報・津波警報発令中） セット）

等 ③引き渡し （高度の危険と判断される場合） ～４月確認～
※大津波警報・津波警報発令中は引き渡しを行わない。

★②③の場合は昇降口扉に張り紙（教務） ★水の確保
〈保護者への連絡事項〉○児童の安否○引き渡し方法等 状況に応じて

（くみ置き）

〈管理職〉

☆避難所支援
班設置

☆教育委員会
への連絡 ★コンクリート（４階以上）へ避難できれればよい。

グラウンドのバックネット側から二中への安全な移動
☆外部との ができればその避難もあり得る。

対応

☆留守家庭
児童会への

避難所運営への支援（運営マニュアルに従う）・学校再開への準備

※「時間・場所別の初期行動」

１授業中 ２休み時間 ３場所別

・人数と安否

確認

・負傷者確認

と応急処置

・病院等の医

療機関との

連携

・児童の不安

の緩和

○メール・電話で保護者へ連絡

引き渡し方法・ 予定時刻・諸注意

○案内設置（教務）

〈場所例〉 ①職員室前廊下

②中央棟・南棟入口

・引き渡し場所は教室を基本

○ 引き渡し場所への案内

（担任外職員・１～２名）

○引き渡し（担任または担当職員）

・名簿と顔写真（担任外）確認

・児童との関係記入（名簿）

・引き渡し時間記入（名簿）

○赤い旗（校長）を目印に集合

○学級単位での避難→学年ごとに集合

（学年主任は学年旗持参）

○安全・人員確認

※被害状況確認（校長・担任以外）

・校舎内外

※校舎内の安全が確認された場合は

体育館に移動→集合

津波対応

○津波警報・

注意報が解除

されるまで

避難場所にと

どまる。

○グラウンド

に避難後

Ａ：校舎２階

南棟・中央棟

に移動

※水が押し寄

せた場合は

着衣泳の心構

えと準備

※カーテンや

柱に必死でつ

かまる。


